
大型スペクトログラフ室

渡辺正勝

(1) 大型スベクトログラフ共同利用実験とその成果

世界最大規模の生物学用分光照射装置である大型スペクトログラフは，基礎生物学研究所の主力共

同利用施設として 1980 年 3 月に完成し， 1981 年度より「大型スペクトログラフ共同利用実験」制度

のもとに延べ国内約 400 グループ，国外約 40 グループの研究者に開放されて，多分野にわたるユニー

クな成果（原著論文約 150 編，総説論文約 20 編）を生んできた (1-4) 。

代表的成果の例を光波長の短い順に挙げると：異なるタイプの DNA 損傷を認識するモノクロナル

抗体の開発とその応用（5, 6), 太陽光紫外線による細胞致死の，作用スペクトルと太陽光到達スペ

クトルによる解析（7)' 粘菌・菌類・植物等の発生や行動を制御する青色光・紫外A光信号反応にお

ける紫外線B·C光ピーク（波長260-280nm) の確立 (8-13), 菌類や植物の物質代謝を制御する紫

外 B 光の信号作用の確立 (14, 15), 化学振動現象の機構の解明 (16, 17), 単細胞緑藻の光行動反応

の光センサーがロドプシンの一種である事の確証 (18), 無脊椎動物の精子や卵子の呼吸の緑色光に

よる促進の確立と解析 (19. 20), バイオリズムをリセットする光の作用スペクトル (21, 22), 細胞

内信号伝達物質の光信号による変動機構 (23, 24), 植物の発生を制御する赤色光・近赤外光信号セ

ンサー系の解析 (25-27) 等がある。

(2) 国際シンポジウム “New Prospects of Photobiology and the Future Plan of the Okazaki 

Large Spectrograph" （光生物学の新しい展望と大型スペクトログラフの将来計画）

1996年11 月 12 日ー 14 日に，文部省 COE 機関支援国際シンポジウム開催経骰に基づき，更に日本光

生物学協会の後援を受けて，岡崎国立共同研究機構職員会館を会場として，標記の国際シンポジウム

を主催した。国外 17名・国内 16名のトップクラスの光生物学及び関連分野の研究者を招待講演者と

して，外国人約 40 名・日本人約 120 名の第一線研究者が参加し，大型スペクトログラフで得られた

成果を中心に，光生物学全分野の現状と将来を展望し，更に，近未来において一層強力で高度の機能

を備えた次世代型のスペクトログラフが望ましいことでコンセンサスを得た (28) 。
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